
刀

江

書

院

輔
脚
書

破
璃
版
九
二
。
彩
色
劉
三
・
本
交
挿
紬
多
鍛

支
那
漢

ハ朝
よ
り
尉
代
に
至
る
吋
憐
優
雅
な
」
偶
類
は
、買
に
嵩
代
戯
4

ノ
フ

ソ
タ
」の
刻
く

活
の
縮
圖
と
構
ぜ
-
れ
、今
や
希
蝋
タ
♪
グ
ノ
の

東
酉
の
芙
衛
侵
好
ぶ
の
鍛
賃
な
博
し
、眞
-
酔
界
旧

.し
k
且
つ
民
炎
的

な
ろ
黙
ー
於
ぐ
他
-
多
く
囎
の
類
か
見
さ
ろ
笈
衛
的
逸
,川と
胃
ぼ
れ
く

ゐ
ろ
。本
書
の
ト
文
ば
濱
田
博
ー
の
筑
-
な
ろ
簡
潔

-
し
,、要
領
を
㌶
し

ア
泥
象
嵐
}蹴
と
、
丹都
巾
園
大
學
研
窯舷
の
係
「""げ
七
ー
僻
㎝鳳
即の
帽
　£
月
録

論
毅
獅
雛
鷺
驚
畷
島
躍
鮎
叡
働鴛
点
縮

究
の
好
典
群
ア
ろ
λ
共
に
、東
西
考
-ー
學
者
多
塊
の
潟
盟
に
鼓
ー
馨
さ
れ

ナ
と
篇
つ
く
も
笠
い
。

梅島濱
源田田

末貞耕
冶彦竹

合

著

洋
裟
四
六
僑
制
・破
礪
版
彩
色
醐
約
六
〇

定

贋

八

圓

・

郵

親

曽

七

銭

准
勝
ば
拠
雲
ヨ
造
地
乃
に
於
け
ろ
長
代
工
"
の
遣
跡

と
訟
物
の
彦
吉
學

的
調
査
の
冗
戌
を
盆
け
、占
今
に
貝
リ
エ
類
の
製
竹
ガ
を
閑
明
ヂ
る
と
同

時
ー
、
我
力
幽
の
硬
ー
製
勾
ー
類
の
問
題
を
論
究
し

k
南
女
那
と
H
本

と
の
交
通
i
關
ヂ
ろ
人
問
題
に
棲
煽
し
ナ
る
現
代
東
跡
考
憂n學
界
の
世

界
的
女
献
e
あ
る
。〔
京
祁
煽
國
人
學
交
厚
部
考
A
學
研
究
報
告
第
-
鮒
)

ぎ

　
てこくち
　

くく

く

を
き

く
を

ミ

ミ
ミ
を
く

京
都
帝
國
大
學
文
攣
部
考
古
學
研
究
報
告

目
録

進
畠

一暴
都
砧
大
ケ
占
學

研
究
報
銭
錦
七
珊

吉
利
支
丹
鴨
竺

猷継
籔
熱

麟
獣
難
嬰

豊
後
磨
僅
晒
佛
獅

松
岡
艀
蒲
落

日
本
古
俗
誌

冗
偵

十

二

圓

題
料
書
留
田

ハ鈍

駕

僧
〔

一ご
。
二

〇

途
料

言

留

11

七
鮫

伊
波
普
猷
董

琉

球

古
今

記

寂
欝
篤

七鍍。

淋
紹
榮堀
鵜
監
修

闘
闇
国
進
星

四

六

判

・
六
號
二
段
組

・
隔
凶
0
0
頁

検
索
目
次

・
人
名
索
引

・
難
誌
略
號
表
附

惣
ク
ロ
ー
ス
装
釘
・柔
軟

表
紙
・函
入
上
製

岡い想
學
説
の
錐
篇
ぜ
7
現
代

ー
於
く
、學
問
研
究

省
の
最
も
遺
憾
と
ヂ
7
と

第
に
繊
威
あ
ろ
ヒ

プ
η
メ
ン
ノ
7
イ
ー
の
小
備
e
あ
ろ
O
萬
巻
の
潜

昨
裡
に
在
ろ
ー
徒
㌧
i
搏
覧
簸
痩
-
勢
れ
、多
岐

亡
羊
の
嘆
に
終
る
事
ぼ
、
蟹
ー
亭
酒
の
恨
事
e
あ

ろ
O
縞
著
者
口
蝕
ー
明
冶

・人
∬
鯉
代
ー
"
ろ
払

律
・政
治
・紳
済
・暦
會
昏
文
仕
諸
利
學
ー
闘
し
、

筍
も
專
門
墨
循
雑
,鱒と
認
も
へ
、
も
の
頼
慮
一

百
種
(銅
刊
號
よ
U
大
∬
十

飯
年
六
月
號
迄
)
准

悉
く
朝
羅
渉
臆
し
、そ
の
褐
載
論
文
豹
丘
萬
の
論

題
を
最
}も
精
細
な
る
分
類
"
及
び
桧
索
紘
の
ー

に
整
序
し
く

一
々
纂
者
氏

名
鷺

齢名
焚
∬
勺
巻

銚
瞥
な
明
に
し
、
苑
《
五
卜
智
蹴
典
と
圖
碑
館
力

ー
ト
の
弔
長
を
雑
備
～
ナ
ろ
最
新
式
.いO
さ
ご
£て

ρ箋

O
ト↓9同oop巳
響
即
ち
承
繕
覧
を
人
成
し
ナ
。

本
婁
の
幽
現
と
成
功
を
慶
ひ
、
湾
ね
く
學
校
・闘

書
館
に
勿
論
學
君
・覧
務

承
。受
瞼
謂
そ
の
他
一

般
餐

の
磐

に
馨

。
(灘

`
鴇

錨

)

4
禧

田
徳

三
博

士

の
評

驚
く
可
き
糧
働
、
呂
心
の
搾
物
,
學
者
の
谷

を
亨
く
る
こ
と
莫

大
,
日
本
潟
史
墨
の
誇
り
と
ケ
る

』
足
る
、
分
類
も
極
め
⊂
少

数
の
場
合
を
除
き
安
'川
た
る
は
.
編
者
力

旦
取
郭
を
粍
杏
せ
る

こ
と
を
誰
し
⊂
鯨
あ
り
。
印
刷
紺
明

外
形
の
満
楚
な
る
は
よ
く

内
容
の
轡
箱
な
る
に
楕
膣
せ
り
、
振
者
、掛
版
者
1ーハに
水
く
後
世

の
感
謝
に
値
ケ
と
確
仁
タ
。

那
【須
皓
博

士
監
修

【農
政
ゑ
消
第
四
輯
】

農
學
士
磯

邊

秀

俊

1
、
睾

原
薯
璽
曜
♂
働喋

斑
槽
口猷

渥
學
ー

多

野

ー-』
夫

ゴ
ー
μ

逡
斜
書
留
廿
七
銭

ム
ーρ
我
壌
農
甘
臨同
肚題
にr最
後
の
隊
案
か
奥
へ
/と
f
岬o
巾・
ひ
諭
臨
に
冒
バ

ー
本
邦
農
黛
終
菅
の
本
致
ー
墓
く
小
農
論
工
人
農
論
と
ω
解
決
で
あ
ろ
。

本
審
に
世
界
の
農
政
串
界
に
漏
自
の
地
位
々
袴
す
う
勢
農
露
園
薪
巡
の

學
者
ヴ
ャ
ヤ
ノ
ブ
敦
授
が
、
共
産
主
嚢
の
王
都
も
ノ
カ
ウ
の
農
菜
政
策
研

究
断
長
と
し
く
、又
響
済
統
計
醸
の
催
威
春
と
し
ぐ
嫉
族
的
小
農
紐
濟
F

獅
創
的
硯
究
々
蓮
げ
、隊
米
桟
典
弩
演
學
並
に
真
統
汲
マ
〃
グ
ヌ
生
義
の

大
農
優
越
諭
に
輪
大
修
正
を
加
＼
、
鵜
な
く
も
、我
國
亭
界
-
最
し
深
き

函
}心
を
捗
っ
ー
挙
っ
ナ
名
向
㍉
著
趣
の
邦
詔
C
あ
ろ
。客
老

・の
邦
瀞
に

序
し
く
曰
く
-本
≠
に
封
i
最
も
適
切
に
し
く
含
蓄
深
㍉
批
π
を
加
へ得

る
も
の
に
"ー日
本
の
學
賓
あ
る
の
み
L
ζ
。
評
盛
か
此
の
蘇
詔
象
藁
に
封

し
最
汰
の
愈
義
か
副
め
、我
が
學
界
の
琳
盈
々
期
冠
ら
る
L
斯
以
亦
蝕
に

あ
ろ
。

杉マ
野ツ
忠年
人ル

鋸

農
村
鰍
の
研
究

歳
墾
留ズ
鯛

小
4'
耕
一

落

農
業保

瞼
譲
織能

泡 《ヒ

慧佃
留 一

震λ
鑓○

 

穂
積
陳
軍
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一實

名
敬

避
俗

塑
£定
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一
著

ー

肚

會
學
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誕

蕊
歩
留
響
銭o

松
岡
艀
測
.名

日

本

言
語

學

羨
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留
幹
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刀

江

書

院
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莞 ヒ

玉_

イ モー
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【一
[

類
ゐ
叉
化
C
あ
る
。
こ
れ
ウ
そ
の
ガ
律
継
濟
薩
合
消
鴛
禦
漱
燃
確

と
6・
括
方
面
」
ー
分
し
一、各
々
の
簾
史
キ
内

燃殿講
織
織
齢蠣
磁
罷
撫
購
載
謎
綴
灘
講
難
騰
雛

し
ーる

、釜
っ
た
の
は
む
ー
ろ
苗
鍛
レ
云
ゐ
へ
き
r
あ
る
o

木
羨
占
は
こ
の
新
し
い
學
的
要
求
ー
懸
ザ
ん
と
,
る
も
の
C
あ
っ
τ
、
総
じ
～
掠
購
文
化
學
一
も
い
,
.、き

砥
の
に
と
り
て
基
礎
的
な
源
泉
・目
"
〃
提
爪
し
ゃ
っ
キ
婆
る
。
そ
の
内
容
は
ー
と
し
て
學
的

」翻
味
深
い
小
煽
る

ー
と
し
、
翠
行
と
し
て
公
に
さ
れ
C
居
な
い
n
つ
6
躍

f
に
ー
難
5
簡
文
〃
多
く
識
出
～
る
。
.碑
岩
は
少
批
嶋

74・の
學
者
之
に
営
り
更
に
殿
註
な
る
監
修
力
加
へ
り
れ
る
カ
ら
世
ー
多
ぐ
31
る
鍍
腱
類
と
は
R
ら
選
〃
異
に
す
る

も

の
カ

あ

ら
与

o

ー

ー
…

～

く
、…

日要
一

第
一篇

謹
告
4闘オ、

1投
フ 讐

ラ は

ン'〉
ヌ 俵

綴 一乃

フ 至

ハ
ー
ト
ラ

ン
ド
藷

　

,,野
山
大
摩
教
授

中

井

龍

瑞

澤

定

儂

二
、
○
○

邊

料

O
、
一
八

箱

く
考

へ
ろ

ーー

ク

知
る

や

、
に

肖r
く我

キ
児

爾

」

の
,
η
係

ー

㎝學
胡説
と

㌍

靴
ー
r

翫

轡
の
根

独

l

l
陵

噺腰
i

i
分

化

ず
≦

　
で

…

<
<
…

言

バ

ッ

ド

ン

著

交
學

士

植

木
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英

課
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疋

贋

響
、

π
○

邊

料

○

、

[
八

廼

比

睨

"
1

ー

名

2
鵠
、葉

と

の

呪

カ

ー

ー

呪

法

Q

父
h悠

脚
、
涙

1
ー

擾

染
陸

呪

濯

r

符

ヒ

羅
符

1

卜
占

ー
i

益
共

揮

口

"

乏
刃

的

睨

濯

1
ー

公

共
的

呪

瀞

l

i
私

的

呪

か

呪

コ

巾

ー

ー
呪

術

の

じ

理

ー
1

瓢

物
'
・拝

塀
義

-
1
呪

物
呉

拝

の

本
質

的

特

貿

ー
ー

宗

教

的

崇
群

の

【
形
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と
し

で

σ

覗

物

'
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く

ノ

で
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へ

し
ぐ
へ
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ド

く

ぐ
な

つ

ゼ

く

ケ
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朋
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ト
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製
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擁確

何
故

で

せ
う

?

婿
勾
某
大
浩
は
⑳
ノ
ー
ト
の
紙
数
不
足
を
宣
簿
さ

れ
ま
し
た
映
か
も
品
質
衙
格
等
は
完
備
し
て
ゐ
る
ビ
ム
ひ
な
カ
ら

・

三

成
さ
ん
か
爲
の
宣
徳
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窮曽一

 

蜘棚暇
五 年 二 和 昭

 

月一口京都帯大學新聞(日曜 日)

 

第五十

 

號て_)

議

り
の
瞬
騨

囎
き
憐
ら
鵬
ぬ
る
む

嚇
稼

ち
あ
ぐ
ん
で
ゐ
た
器

彰

に

解

髪

の
瀬
ば
む
や
う
な
曝
か
さ
に

難

並
ち
㌔
麟
璽

鵬
よ
り
難

を

朧
め
る
こ
S
差

つ
た
・
讐

艦

の

に
くも

つサ
ムユ

ねも盆
な
る
豫
定
に
次
の
通
り

◇
六
ロ月
宥
搏ロ痴澗紬
馴戸
外
人
轟ハ泳
魍
ウ

オ
ー
タ
ボ
ロ
試
合
◇
十
二
n口甥
同
志

耽
定
期
職
◇
十
九
日
摩
内
水
」
競
技

大
會
◇
自
ヒ
月
κ
B
羅
入
月
↓
盃
口

洲
本
サ
噌
ー
ハ
ウ
ス
開
設

(岡
時
に

競
泳
部
鎚
淵
本
に
合
宿
)
◇
入
月

叫

日
よ
り
入
日
迄
の
巾
に
淵
苫小
水
泳
大

曾
を
開
催
◇
八
月
下
旬
關
内
イ
ン
タ

ー
カ
レ
肇
ジ
水
上
競
捜
大
會
に
m
場

◇
け

ふ
開
厩
式
!

若
草
燃
ゆ
る
本
學
馬
場
に
於
て

豫
期

さ

る

・
馬

術

大
會

潔

叢

丈
ハ
購

離

躍

は
吉
槻

に
鰹
り
鉾

鵬
伯
蹴
几
陣
か
ら
凝
職
瀞

騨
に
撤
て
訟
懸
に
職
彿
さ
れ
る
轡

あ

憂

犠

龍
弊
の
嫌
曝
に
欝
校
糞

畷

に
窪

歳

が
辮
ひ
船
つ
て
瞭
の
雑
紮

ウ
鎚
る
べ
く
凝
謬

し
た
ミ

だ
h
う

し
ま
た
箆

昏

鵬
?
ミ
e
墓

る

か
ら
響

し
綴

の
簸

灘
ぴ
鋭
襲

たゆ

が
あ
る
こ
S
だ
ら
5
、
箔
に
大
會
の
プ

P
グ
ラ
ム
を
掲
ゆ
る

△
京
大
馬
術
部
員
障
碍
飛
越
(A
)紐

質
受
b
★
森
、
後
膝
,
井
」
、
深
揮

穂
坂
、
松
田

△
開
凶
甑
學
校
逡
↓
降
碍
飛
越

撰
手
名

-
栓
升

軍
刷
君

2
大
谷

屓
藏
沼

3
澤
嶋
英
太
郎
潜

4
太
田

5
宮
武

6
岡
鵡

7
露

8
森
本

9
本
島

10
矢
部

11
又
間

12
森

13
松
岡

14
壬

15
田
中

16
桃
澤

17
優
藤

姶
伊
露

、
P
揖

唱雄
君

活
君

交
矧
君

本
君

勝
太
沼

俊
雄
君

麺

蝿君

武
雄
君

忠

喝君

哲
大
君

木
潜

貞
浩
潜

乳
美
着

軍
司
恩

齢
夫
慰

田
霜

學
校
名

關
大
専
門
部

駕
大
糟
科

三

高

大
阪
外
語

大
阪
幣
人
豫
科

關
た
本
科

大
阪
篇
簡

大
阪
飼
專

大
阪
繭
工

京
都
府
立
麟
大

大
阪
同
大

大
阪
繭
校

大
谷
大
學

大
阪
藥
専

同
危
耽
大
學

京
都
為
謡

大
阪
馨
大
本
科

暴
租
島
⊥

紳
戸
高
酌
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大
久
保
露
次
君
肘
亘
旨四
人
搬

△
鼠
大
禺
徐
都
員
陪
級
飛
越
ハB
)組

創
刊
號
か
ら
の

本
誌
を
威
圓
で

慶
頽
け
し
ま
す

寵

雛

の
難

蕪

蟹

雛
か

ろ
蕊

=強
ま
で
・
灘
ニ
ケ
鰹
鋭

艶
釧
に
撫
つ
た
も
の
が
臨
十
離
跡

智

し
た
。
算

霧
の
誉

は
懸

礎

(二
躍
)
で
お
麗
ち
拠
し
ま
す

羅
羅

麓
難

へお
叢
霞

さ
い
o

學
友
會
新
聞
部

京
都
帝
國
大
學
御
用

表
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森岡歯科署院
京葛河原町今出川酉入北側

電蹟上四七〇六番

一

窺

眞

器
械

材
料

剛
式

翻
超
噸

大
灘
御
用
商

日
銀
御
入
用
の
方
は
印
刷
實
賀

郵
税
十
銭
獅
郵
選
を
乞
適

技術

部

轟現爲

騰像眞刷嶢撮

式1膨

鱗藩 プ醗臨
錠瑚、粉末及液劇の二種

康京蜜町 三共株式會 融

適癒症 急(慢)性の呼吸器疾患の咳蹴昭庚を
判'ふ諸症竣に百日咳

ホ幻に厘川O易く致果氏瓦副作用絶簸にして好許噴セ2.り

回

画

公

園

御
類

左

阿

彌

話
由中

OO
OO

番番

 

新
入
を
迎
ふ
る
懇
親
會
は
弊
店
て
"
"

西精

洋肉

大 新御
鼠

い 六 料

緯
宴

會

の

理
設

備

あ
り

角ろ
は
京
都
支
店

電

話

中

六
三

八

〇
番

新
入
學
生
歓
迎
會
に
は

相
墾
ら
ず
く
ず
や
を

御
利
用
願
上
ま
す

町 旅 鐡 條 四
ル ト路小 廣 末

くずや

六七三一下電

 

正

宗

ホ

ー

ル

本

店

新

京

極

醸
爾

店

研胞
話
中
二

噛
二
占ハ
誉

出
張
店

吉
田
榊
樂
坂
.畔
尊蒙

新
ら
し
き
合
帽
]

中
折
の
御
用
は
ー

信
用
あ
る
山
本
へ

學
4
鮨
共
他

流
石
鮨
子
種
々
取
揃
へ
て
あ
り
ま
す

血猛

商 卸 瑚1鵠

帽製本
酉1・1一江野熊町太丸市都勘ζ
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9

均

業 螢
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r

甲●

噌 ゐ

・

ピ

ー

5謹

羅攣

'

鋒
雛
世

界

に
類

側

な
き
幽

版

界

の
大

革

命

が
本

就

に
よ
り
て

.
断

行

義

て
以

來

、
類

似

の
全
集

も
の
雨

後

の
筍

の
如

ー
籏

騰

す
。
然

し
護

者

は
そ
れ
に
麟

看

さ
れ
る
経

余

り
に

灘

、

・

・賢
闘

で
め
実

。
本

全
集

健
締
切
後
も
殺

到
す
る
即
込

者
で
門
前

市
を
蓼
し
れ
。
本
就
は
隠

忍
し
て
姫
絶
し
て
い

解

た
が
、
今
回

長
篇
名

作

の
内
容

に
於
て
著
を

充
實
す

る
に
至

案

の
で
戴

に
猛
然

寸こ
て
、
第

二
回
募
集
を
決

意
す
る
に
至

つ
れ
。
本
全
集
は
租
國
文

學
名
響

の
爲

に

決
し
て
偏

狭
卑
俗

の
内
容

は
盛
ら
な
い
。
本
就

の
出
版

的
良
心

は
今
回

の
肚
墾

に
於

て
多
大
な
る
犠

牲

学
畳

・
・

語
し
て
わ
る
。日
本
民
族

の
藝
術
的
飛
躍

を
歴
史
的

に

・

讃
明
す
る
木
全
集
は
、
我
國
民

"
永
遠

に
誇

る
べ
き
偉

.
・

大
な
る
金
字
塔
で
あ
る
。敢

え
て
讃
諜
子

の
賢

明
な
る
判

、

断

ぐ}後

援

に
侯

つ
。

,

嚇
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印

吻
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詔
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昌
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内

容

増

加

と

充

實

、

改
造

刺
の

『現
代
文
學
全
集
』
の
内
容
が
他
の
追
從

模
倣
を
許
さ
ざ
る
こ
と
は
第

一
回
會
員
諸
君
も
既
に

認
め
て
ゐ
ま
す
、
然
し
な
が
ら
本
全
集
を
以
て
永
遠

不
滅
の
椛
威
た
ら
し
め
ん
と
す
る
本
就
の
出
版
良
心

杖
叢
に
第
二
回
會
員

募
集
を
期
し
て
更
に
左
の
如
き

代
士衣
的
傑
作
長
軌桶
、
短
航扁
名
作
を
加

へ
{躍
如
面
日
月を

、
一
新
し
ま
し
た
。
真
数
の
堆
加
は
勿
論
、
北
ハ他
経
濟

的
犠
牲
の
殆
ど
超
打
算
的
て
あ
る
こ
と
は
諸
看
も
認

め
て
下
さ
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。
本
就
の
此
の
肚
學

に
封
し
諸
君
の
熱
烈
な
る
賛
助
と
後
援
を
懇
望
い
た

し
ま
す
。弓春
』以
外
の
分
は
第

一
次
會
員

へ
配
村
す
る

も
の

へ
も
挿
入
さ
れ
ま
す
か
ら
第

一
次
會
員
も
安
心

し
て
下
さ
い
。

◇
内

容

増
加

の

一
斑

奪
甑
不

如
錨

徳
密
蔚
花

徽
多
情
佛
心

里
見

弊

講
歓
離
暢

賑
或

る

女
有
島
武
郎

駄
春
露
勧
他
)
島
崎
藤
村

徽
暗
夜
行
路
志
賀
直
或

灘

灘

【そ
の
他
は
内
容
項
目
御
馴
管
を
乞
】

第

一
次
會
員

へ
も
特
典

昨

年
十

一
月

を
以

つ
て
締

切
り

ま
・し
た
'
.現
代
ロ
日
本

文

學
全
集

」

の
第

一
次
會

員

の
方

へ
も
第

二
回
同
様

一全
部
電
目棚

を
瞼
川呈
・し
ま

・す
。

こ
れ
で
本

砒

の

、文
學

全

集
」

の
讃

者

の
総

て

に
書

棚

を
賂
呈

す

る
こ
と

に
な

つ
表

課
て
す

。

◇
豫
約
せ
ん
と
す
る
方

は
な
る

べ
く

最

寄
の

書
店

へ
御

申

込
下

さ

い
。
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